
2022年５月 10日 

 

合弁会社「関東珪曹硝子株式会社」の解散及び清算に関するお知らせ 

日本化学工業株式会社 

株式会社ＡＤＥＫＡ 

富士化学株式会社 

本日開催された関東珪曹硝子株式会社（株式会社ＡＤＥＫＡ、日本化学工業株式会社、富士化学株式会社

の合弁会社。以下、「関珪硝」）の取締役会において同社の解散清算を決議いたしましたので、下記の通り

お知らせいたします。 

記 

１．解散及び清算に至った経緯 

関珪硝は昭和 44年からケイ酸ソーダガラスの製造を中心に事業を展開してまいりました。 

しかしながら、事業環境の悪化等により需要回復が見通せない状況となったことから、出資会社

３社で協議の末、2021年２月に関珪硝を解散させることについて合意しております（2021年２月

18 日付『合弁会社「関東珪曹硝子株式会社」の解散合意に関するお知らせ』をご参照ください。） 

その後、解散清算に向けた準備を進めてまいりましたが、今般、工場用地の原状回復を経て資産・

負債の整理が完了したことから、関珪硝の解散清算を決議いたしました。 

 

２．解散及び清算させる合弁会社の概要 

会社名 関東珪曹硝子株式会社 

本社所在地 茨城県神栖市東和田２９ 

設立日 昭和４４年４月２５日 

資本金 １７２,２６０千円 

出資比率 日本化学工業株式会社  ４５．５％ 

株式会社ＡＤＥＫＡ    ４５．５％ 

富士化学株式会社    ９．０％ 

代表者 代表取締役社長  髙橋 政樹 

事業内容 ケイ酸ソーダガラス、コロイダルシリカの生産・販売 

 

３．解散及び清算の日程 

2022年５月 関珪硝における解散承認株主総会 

2022年５月 関珪硝の解散（予定） 

2022年８月 清算結了（予定） 

 

４．今後の見通し 

関珪硝の清算に伴う出資会社各社の連結業績に与える影響は軽微です。 

 

以上 

※本件に関するお問い合わせ先 

日本化学工業株式会社 営業本部営業管理部 （TEL : 03-3636-8066） 

経営戦略本部 海外戦略・IR広報ｸﾞﾙｰﾌﾟ  (TEL : 03-3636-8060) 


